
 「自治体の防災部門は『男社会』だ」と思われがちですが、宮崎県延岡市の防災部局で、初の女性職員と 

 して 4 年間務めた山﨑さん。それまで福祉部局で勤務していたため、災害時の要支援者への対応について 

 も、「どうしたら守れるか、考えよう」と取り組んで来られました。現在は神戸市にある「人と防災 

 未来センター」の研究員であり、これまでの自治体職員としての経験から、女性や福祉の視点に 

 立った今後起こりうる災害への備えについてお話ししていただきます。 

   

令和 7年 9月 17 日(水)までに

 

 

申込QR コード↓ 

日時：9 月 24 日（水）午後 2時～4時 

場所：市民交流センター2 階 大会議室 

講師：人と防災未来センター主任研究員 

    山﨑 真梨子さん 

福祉系大学を卒業後、市職員として福祉・防

災・広報部局に所属。退職後、人と防災未来

センターの研究員に。現在は、地域の防災力

向上や行政の初動対応などに関する研究を行

っている。 

 

 


